
定住自立圏構想に係る先行実施団体について

○総務省が、定住自立圏の形成に先行して取り組む市町村を募集
（平成20年７月)

１ 概 要

応募した団体の副市長等と意見交換を行った上で、先行実施
団体を決定（平成20年10月）

○中心市２４市、周辺市町村３市３町（２２圏域）

○定住自立圏の中心市となることが想定される団体がその要件を満たし、
かつ、取組内容について相応の検討が行われている団体

○中心市要件（人口５万人程度以上、昼夜間人口比率１以上）及び取組内容
の検討状況などに基づき決定

２ 先行実施団体とは

３ 中心市数・圏域数



先行実施団体の取組の概要

NO. 団体名 定住自立圏における取組予定内容
１ 八戸市（青森県） 地域医療体制の整備、地域公共交通の維持・確保、安全・安心なまちづくり
２ 由利本荘市（秋田県） 地域医療サービス体制の整備、地域公共交通の維持確保、地域特産品販売システムの構築等
３ 南相馬市（福島県） 地域医療の確保、地域公共交通体系の整備、環境保全と観光資源の利活用での連携等
４ 秩父市（埼玉県） 地域医療の強化、ジオパーク構想の推進、地産地消による農林業振興等
５ 長岡市（新潟県） ＩＣＴ基盤整備、環境リサイクルの連携、高度医療ネットワークの構築等
６ 飯田市（長野県） 地域医療体制の確保、地場産業センターの運営等、地域公共交通の確保、人材育成等

７ 美濃加茂市（岐阜県）、坂
祝町（岐阜県） 民間地域拠点病院を核とした地域医療体制の強化、コミュニティバスの広域運行、人材交流の促進

８ 彦根市（滋賀県） 図書館整備と周辺図書館との連携、地産地消の促進、公共交通ネットワークの構築等

９ 備前市（岡山県）、赤穂市、
上郡町（兵庫県） 医療の連携、学校給食施設の広域利用、広域観光事業、市町間人事交流、圏域内交流イベント等

10
米子市（鳥取県）・、松江市
（島根県）、境港市（鳥取県）、
安来市・東出雲町（島根県）

圏域振興ビジョンの作成、圏域の産業振興展開催支援、文化・体育施設使用料の市外料金区分撤廃等

11 倉吉市（鳥取県） 観光拠点施設の整備と広域観光の推進、子育て環境の整備、公共交通のネットワーク化等
12 下関市（山口県） 中心市街地の整備・賑わいの確保、地域公共交通の維持・確保等
13 高松市（香川県） 地域医療ネットワークの充実、公共交通機関利用促進、観光振興、人材育成、文化芸術の振興等
14 四万十市・宿毛市（高知県） 地域医療ネットワークの充実、広域観光の推進、図書館ネットワークの構築、地域公共交通の充実等
15 久留米市（福岡県） 圏域産品のブランド化、着地型観光商品の開発、小児救急医療の充実、ＩＣＴインフラ整備等
16 八女市（福岡県） 合併後の市内における地域生活交通体系見直しや防災情報等のためのＩＣＴインフラ整備等
17 中津市（大分県） 小児救急医療センターの運営、勤労者に対する福利厚生活動の推進、交通インフラの整備促進等
18 都城市（宮崎県） 広域救急医療体制の整備・充実とそのための道路整備等
19 延岡市（宮崎県） 地域医療の充実、産業の振興及び雇用の場の確保、中心市街市整備、ＣＡＴＶ網整備
20 日向市（宮崎県） 森林の持つ公益的機能の維持・強化、医療体制の充実、地域公共交通の確保・充実
21 鹿屋市（鹿児島県） 営農体系の確立、水産物の販路拡大、公共交通のネットワーク化推進、救急医療体制の維持・確立
22 薩摩川内市（鹿児島県） ICTを活用した遠隔診断装置導入、大循環バス運行構想による公共交通機能の充実など

○先行実施団体（中心市２４市）（２２圏域）※取り組みは変更となる場合がある。


